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（百万円未満、小数点第 1位未満は切捨て） 

１．平成 20年 3月期第 3四半期の連結業績（ 平成19年 4月 1日 ～ 平成 19年 12 月 31 日 ） 

(1)連結経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経  常  収  益 経  常  利  益 四半期(当期)純利益 

 

20 年 3月期第 3四半期 

19 年 3月期第 3四半期 

百万円 

40,041  

36,198  

％ 

(   10.6 ) 

(    0.4 ) 

百万円 

4,420  

6,713  

％ 

( △34.1 ) 

(   22.7 ) 

百万円 

2,155  

3,864  

％ 

( △44.2 ) 

(55.7 ) 

19 年 3月期 47,982   7,363   4,559   

 

 

 

1 株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後 1株当たり 

四半期(当期)純利益 

 

20 年 3月期第 3四半期 

19 年 3月期第 3四半期 

円  銭 

14  70 

26  42 

円  銭 

－ 

－ 

19 年 3月期 31  16 － 

  

(2)連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 
自己資本比率 

(注) 

1 株 当 た り 

純  資  産 

 

20 年 3月期第 3四半期 

19 年 3月期第 3四半期 

百万円 

1,828,739  

1,783,112  

百万円 

97,722  

98,611  

％ 

5.1  

5.3  

円  銭 

643  52  

652  99  

19 年 3月期 1,848,612  101,466  5.3  670  91  

    (注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出してお

ります。 

 

２．配当の状況 

 1 株当たり配当金 

（基準日）  第 3四半期末 

 

19 年 3月期第 3四半期 

20 年 3月期第 3四半期 

円  銭 

― 

― 

（注）当行は四半期配当制度を導入しておりません。 
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３．平成 20年 3月期の連結業績予想（ 平成 19年 4月 1日 ～ 平成 20年 3月 31 日 ）【参考】 

（％表示は対前期増減率） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

当期純利益 

 

通  期 

百万円 

53,000  

％ 

( 10.4 ) 

百万円 

7,000  

％ 

(△4.9 ) 

百万円 

3,550  

％ 

(△22.1 ) 

円  銭 

24  20  

平成 19年 11 月 12日発表の業績予想から変更はありません。 

 

４．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有・無 

 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有・無 

 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有・無 

 

 （注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

 

 

 

 

 

上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績はこれらの 
予想数値と異なる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

   当第 3四半期（平成 19年 4月 1日～平成 19年 12 月 31 日）の経営成績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、資金運用収益が貸出金利息及び有価証券利息配当金ともに増加し、前年同四半期比 38 億 43

百万円増加して 400 億 41 百万円となりました。 

   経常費用は、資金調達費用が預金利息を中心に増加し、その他業務費用も有価証券の償却により増加したこ

とから、前年同四半期比 61億 35 百万円増加して 356 億 20 百万円となりました。 

   この結果、経常利益は、前年同四半期比 22億 93 百万円減少して 44億 20 百万円となりました。なお、四半

期純利益は前年同四半期比 17億 9百万円減少して 21億 55 百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

   当第 3 四半期末（平成 19年 12 月 31 日）における財政状態につきましては、総資産 1 兆 8,287 億円（前年

同四半期末比 456億円増加）、純資産額は 977億円（前年同四半期末比 8億円減少）となりました。 

   主要な勘定科目につきましては、貸出金が個人向け及び公共向け貸出の増加により 1兆 1,416億円（前年同

四半期末比 404 億円増加）となった一方で、有価証券は社債の償還を主因として 5,522 億円（同 94億円減少）、

預金・譲渡性預金は個人預金及び公金預金の増加により 1兆 6,549 億円（同 682 億円増加）となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

   平成 20年 3月期の連結業績予想につきましては、平成 19年 11 月 12 日発表の数値から変更はありません。 

 

４．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当ありません。 

 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用 

   法人税等の計上基準については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しており、「法人税、

住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計相当額を「税金費用」として四半期連結損益計算書に表

示しております。 

   なお、四半期財務・業績の概況に関する計数は、監査を受けておりません。 

 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

  （有形固定資産の減価償却の方法） 

   平成 19年度税制改正に伴い、平成 19年 4月 1日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税

法に基づく償却方法により減価償却費を計上しております。なお、これによる四半期連結貸借対照表等に与え

る影響は軽微であります。 

（追加情報） 

  当連結会計期間より、平成 19年 3月 31日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額に達し

た連結会計年度の翌連結会計年度以後、残存簿価を 5 年で均等償却しております。なお、これによる四半期

連結貸借対照表等に与える影響は軽微であります。 

（役員退職慰労引当金の計上基準） 

   役員への退職慰労金の支出に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見込額のうち、当四半期連結会計

期間末までに発生していると認められる額を役員退職慰労引当金として計上しております。 

   従来、役員退職慰労金は、支出時に費用処理をしておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び特別法

上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保

証実務委員会報告第 42号平成19年 4月 13 日）が平成 19年 4月 1日以後開始する連結会計年度から適用され

ることに伴い、当連結会計期間から同報告を適用しております。 

   これにより、従来の方法に比べ、営業経費は 73 百万円、特別損失は 416 百万円それぞれ増加し、経常利益

は 73百万円、税金等調整前四半期純利益は489 百万円それぞれ減少しております。 
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５．（要約）四半期連結財務諸表 

（1）（要約）四半期連結貸借対照表 

 （単位：百万円、％）

前年同四半期末 

(平成 19 年 3月期 

第 3 四半期末) 

当四半期末 

(平成 20 年 3月期 

第 3 四半期末) 

増 減 

(参考)前期末 

(平成 19 年 3 月期

末) 
科    目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（ 資 産 の 部 ）      

現 金 預 け 金 32,933 30,414 △ 2,519 △ 7.6 41,385 

コールローン及び買入手形 156 29,634 29,478 18,896.1 20,078 

買 入 金 銭 債 権 15,435 8,086 △ 7,349 △ 47.6 12,552 

商 品 有 価 証 券 216 44 △ 172 △ 79.6 198 

金 銭 の 信 託 8,992 8,615 △ 377 △ 4.1 9,000 

有 価 証 券 561,674 552,202 △ 9,472 △ 1.6 569,540 

貸 出 金 1,101,150 1,141,633 40,483 3.6 1,142,939 

外 国 為 替 569 682 113 19.8 590 

そ の 他 資 産 17,003 17,042 39 0.2 12,580 

有 形 固 定 資 産 35,164 34,111 △ 1,053 △ 2.9 34,786 

無 形 固 定 資 産 2,819 3,048 229 8.1 2,825 

繰 延 税 金 資 産 10,328 11,928 1,600 15.4 7,641 

支 払 承 諾 見 返 15,170 6,016 △ 9,154 △ 60.3 9,877 

貸 倒 引 当 金 △ 18,372 △ 14,600 3,772 20.5 △ 15,272 

投 資 損 失 引 当 金 △ 130 △ 122 8 6.1 △ 113 

資 産 の 部 合 計 1,783,112 1,828,739 45,627 2.5 1,848,612 

（ 負 債 の 部）      

預 金 1,539,967 1,584,522 44,555 2.8 1,555,263 

譲 渡 性 預 金 46,810 70,459 23,649 50.5 77,321 

コールマネー及び売渡手形 38,021 23,712 △ 14,309 △ 37.6 63,053 

借 用 金 6,797 6,439 △ 358 △ 5.2 6,602 

外 国 為 替 14 42 28 200.0 19 

社 債 15,000 15,000 ― ― 15,000 

そ の 他 負 債 11,190 13,466 2,276 20.3 8,634 

役 員 賞 与 引 当 金 ― ― ― ― 40 

退 職 給 付 引 当 金 7,850 7,262 △ 588 △ 7.4 7,671 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ― 489 489 ― ― 

再評価に係る繰延税金負債 3,677 3,605 △ 72 △ 1.9 3,662 

支 払 承 諾 15,170 6,016 △ 9,154 △ 60.3 9,877 

負 債 の 部 合 計 1,684,500 1,731,017 46,517 2.7 1,747,146 

（ 純 資 産 の 部 ）      

資 本 金 10,662 10,662 ― ― 10,662 

資 本 剰 余 金 4,738 4,765 27 0.5 4,765 

利 益 剰 余 金 67,965 69,968 2,003 2.9 68,682 

自 己 株 式 △ 208 △ 35 173  83.1 △ 14 

株  主  資  本  合  計 83,158 85,361 2,203 2.6 84,096 

その他有価証券評価差額金 9,343 6,097 △ 3,246 △ 34.7 11,337 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △ 39 △ 22 17 43.5 △ 35 

土 地 再 評 価 差 額 金 3,025 2,919 △ 106 △ 3.5 3,003 

評価・換算差額等合計 12,329 8,994 △ 3,335 △ 27.0 14,305 

少 数 株 主 持 分 3,123 3,366 243 7.7 3,064 

純 資 産 の 部 合 計 98,611 97,722 △ 889 △ 0.9 101,466 

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 1,783,112 1,828,739 45,627 2.5 1,848,612 

注：記載金額は百万円未満、増減率は小数点第 1位未満を切り捨てて表示しております。 
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（2）（要約）四半期連結損益計算書 

 （単位：百万円、％）

前年同四半期 

(平成 19 年 3月期 

第 3 四半期) 

当四半期 

(平成 20 年 3月期 

第 3 四半期) 

増 減 
(参考)前期 

(平成 19 年 3月期) 科    目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

経 常 収 益 36,198 40,041 3,843 10.6 47,982 

資 金 運 用 収 益 22,871 26,009 3,138 13.7 30,861 

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） (  17,615) (  19,368) ( 1,753) (   9.9) (  23,769) 

（うち有価証券利息配当金） (   5,091) (   6,323) ( 1,232) (  24.1) (   6,887) 

役 務 取 引 等 収 益 6,009 5,996 △ 13 △ 0.2 7,903 

そ の 他 業 務 収 益 5,522 5,951 429 7.7 7,321 

そ の 他 経 常 収 益 1,794 2,083 289 16.1 1,895 

経 常 費 用 29,485 35,620 6,135 20.8 40,618 

資 金 調 達 費 用 2,204 4,130 1,926 87.3 3,190 

（ う ち 預 金 利 息 ） (     767) (   2,670) ( 1,903) ( 248.1) (   1,292) 

役 務 取 引 等 費 用 1,186 1,252 66 5.5 1,602 

そ の 他 業 務 費 用 5,395 8,309 2,914 54.0 7,597 

営 業 経 費 18,241 18,806 565 3.0 24,342 

そ の 他 経 常 費 用 2,457 3,120  663 26.9 3,885 

経 常 利 益 6,713 4,420 △ 2,293 △ 34.1 7,363 

特 別 利 益 724 373 △ 351 △ 48.4 827 

特 別 損 失 209 523 314 150.2 242 

税金等調整前四半期（当期）純利益 7,228 4,271 △ 2,957 △ 40.9 7,948 

法人税、住民税及び事業税 ― ― ― ― 729 

法 人 税 等 調 整 額 ― ― ― ― 2,323 

税 金 費 用 2,968 1,812 △ 1,156 △ 38.9 ― 

少 数 株 主 利 益 395 302 △ 93 △ 23.5 336 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 3,864 2,155 △ 1,709 △ 44.2 4,559 

注：記載金額は百万円未満、増減率は小数点第 1位未満を切り捨てて表示しております。 
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（3）四半期連結株主資本等変動計算書 
 
前年同四半期(平成 19 年 3月期第 3四半期) 

 （単位：百万円）
株 主 資 本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 
合  計 

平成 18年 3月 31日残高 10,662 4,737 64,792 △ 185 80,007 
当四半期中の変動額      
剰余金の配当（注 2）   △ 364  △ 364 
剰余金の配当   △ 365  △ 365 
役員賞与（注 2）   △ 30  △ 30 
四半期純利益   3,864  3,864 
自己株式の取得    △ 27 △ 27 
自己株式の処分  0  4 4 
土地再評価差額金の取崩   69  69 
株主資本以外の項目の 
当四半期中の変動額(純額)      

当四半期中の変動額合計 ― 0 3,172 △ 22 3,150 
平成 18年 12 月 31日残高 10,662 4,738 67,965 △ 208 83,518 

（単位：百万円） 
評価・換算差額等 

 

そ  の  他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損   益 

土地再評価
差 額 金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主 
持  分 

純資産合計 

平成 18年 3月 31日残高 9,273 ― 3,093 12,366 2,564 94,938 
当四半期中の変動額       
剰余金の配当（注 2）      △ 364 
剰余金の配当      △ 365 
役員賞与（注 2）      △ 30 
四半期純利益      3,864 
自己株式の取得      △ 27 
自己株式の処分      4 
土地再評価差額金の取崩      69 
株主資本以外の項目の 
当四半期中の変動額(純額) 70 △ 39 △ 67 △ 37 559 522 

当四半期中の変動額合計 70 △ 39 △ 67 △ 37 559 3,672 
平成 18年 12 月 31日残高 9,343 △ 39 3,025 12,329 3,123 98,611 
注 1. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
2. 平成 18年 6月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
 

当四半期(平成 20 年 3月期第 3四半期) 
 （単位：百万円）

株 主 資 本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 
合  計 

平成 19年 3月 31日残高 10,662 4,765 68,682 △ 14 84,096 
当四半期中の変動額      
剰余金の配当（注 2）   △ 513  △ 513 
剰余金の配当   △ 439  △ 439 
四半期純利益   2,155  2,115 
自己株式の取得    △ 22 △ 22 
自己株式の処分  △ 0  1 1 
土地再評価差額金の取崩   83  83 
株主資本以外の項目の 
当四半期中の変動額(純額)      

当四半期中の変動額合計 ― △ 0 1,285 △ 21 1,264 
平成 19年 12 月 31日残高 10,662 4,765 69,968 △ 35 85,361 

（単位：百万円） 
評価・換算差額等 

 

そ  の  他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損   益 

土地再評価
差 額 金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主 
持  分 純資産合計 

平成 19年 3月 31日残高 11,337 △ 35 3,003 14,305 3,064 101,466 
当四半期中の変動額       
剰余金の配当（注 2）      △ 513 
剰余金の配当      △ 439 
四半期純利益      2,155 
自己株式の取得      △ 22 
自己株式の処分      1 
土地再評価差額金の取崩      83 
株主資本以外の項目の 
当四半期中の変動額(純額) △ 5,240 13 △ 83 △ 5,310 301 △ 5,009 

当四半期中の変動額合計 △ 5,240 13 △ 83 △ 5,310 301 △ 3,744 
平成 19年 12 月 31日残高 6,097 △ 22 2,919 8,994 3,366 97,722 
注 1. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 平成 19年 6月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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（参考）前期(平成 19 年 3月期) 

 （単位：百万円）
株 主 資 本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 
合  計 

平成 18年 3月 31日残高 10,662 4,737 64,792 △ 185 80,007 
連結会計年度中の変動額      
剰余金の配当（注 2）   △ 364  △ 364 
剰余金の配当   △ 365  △ 365 
役員賞与（注 2）   △ 30  △ 30 
当期純利益   4,559  4,559 
自己株式の取得    △ 35 △ 35 
自己株式の処分  27  205 233 
土地再評価差額金の取崩   91  91 
株主資本以外の項目の 
連結会計年度中の変動 
額(純額)      

連結会計年度中の変動額 
合計 

― 27 3,890 170 4,088 

平成 19年 3月 31日残高 10,662 4,765 68,682 △ 14 84,096 
（単位：百万円） 

評価・換算差額等 

 

そ  の  他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損   益 

土地再評価
差 額 金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主 
持  分 純資産合計 

平成 18年 3月 31日残高 9,273 ― 3,093 12,366 2,564 94,938 
連結会計年度中の変動額       
剰余金の配当（注 2）      △ 364 
剰余金の配当      △ 365 
役員賞与（注 2）      △ 30 
当期純利益      4,559 
自己株式の取得      △ 35 
自己株式の処分      233 
土地再評価差額金の取崩      91 
株主資本以外の項目の 
連結会計年度中の変動 
額(純額) 2,064 △ 35 △ 90 1,938 500 2,439 

連結会計年度中の変動額 
合計 2,064 △ 35 △ 90 1,938 500 6,528 
平成 19年 3月 31日残高 11,337 △ 35 3,003 14,305 3,064 101,466 
 
注 1. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 平成 18年 6月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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（4）セグメント情報 

 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 

前年同四半期（平成 19 年 3月期 第 3四半期）                       （単位：百万円） 

 銀 行 業 リース業 
そ の 他 

事  業 
計 

消去又は 

全    社 
連   結 

経  常  収  益 30,873 5,443 600 36,916 (  718) 36,198 

経  常  費  用 24,815 4,889 518 30,223 (  737) 29,485 

経  常  利  益 6,058 554 81 6,693 (△ 19) 6,713 

 

当四半期（平成 20 年 3月期 第 3四半期）                           （単位：百万円） 

 銀 行 業 リース業 
そ の 他 

事  業 
計 

消去又は 

全    社 
連   結 

経  常  収  益 34,721 5,350 653 40,726 (  684) 40,041 

経  常  費  用 30,851 4,959 490 36,301 (  680) 35,620 

経  常  利  益 3,870 391 162 4,425 (   4) 4,420 

 

（参考）前期（平成 19 年 3月期）                                （単位：百万円） 

 銀 行 業 リース業 
そ の 他 

事  業 
計 

消去又は 

全    社 
連   結 

経  常  収  益 40,866 7,196 870 48,934 (  951) 47,982 

経  常  費  用 34,051 6,796 718 41,566 (  947) 40,618 

経  常  利  益 6,815 400 151 7,367 (    3) 7,363 

 

 

注：1.連結会社について、事業活動の関連性等を考慮して区分の上、一般企業の売上高及び営業利益に代えて、そ

れぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

2.事業の区分 ① 銀行業 … 銀行業務  ② リース業 … リース業務  ③ その他事業 … 信用保証業務等 

 

〔所在地別セグメント情報〕 

 

在外子会社及び在外支店がありませんので、所在地別セグメント情報は記載しておりません。 
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(参考資料）

44

23

4

72

－

5

66

37

8

△24

△14

90

△4

101

86

110

112

235

△ 17

63

275

322

（参考）

平成18年度

26△ 1115税金費用

うち過年度役員退職慰労引当金繰入額 －44

コア業務純益

66△ 1848業務純益（一般貸倒繰入前）

うち物件費

うち人件費 84286

82183

35

65

44

92

105

平成19年度

通期業績予想

(平成19年11月
12日公表）

その他業務利益

役務取引等利益

資金利益

△ 11△ 25△ 36

48△ 147

20612218

うち不良債権処理額

うち株式関係損益

38△ 1721四半期（当期）純利益

法人税等調整額

法人税、住民税及び事業税

64△ 2836税引前四半期（当期）純利益

5△ 6△ 1特別損益

59△ 2138経常利益

27△ 522

うち債券関係損益

2

0

△ 23

△ 21

3

5

4

△ 14

平成18年度

第3四半期比

810

△ 13△ 13臨時損益

△ 9△ 32

7352業務純益

△ 6△ 3一般貸倒引当金繰入額

7681

176180経費（除く臨時処理分）

243229業務粗利益

平成18年度

第3四半期

平成19年度

第3四半期

１．第3四半期決算の概況【単体】

① コア業務純益 81億円【通期業績予想比進捗率 77.1％】
貸出金利息及び有価証券利息配当金の増加により資金利益が増加しました結果、コア業務純益は
前年同四半期比5億円増加して81億円となり、計画通りに推移しております。

② 経常利益 38億円【通期業績予想比進捗率 58.4％】
不良債権処理額は減少したものの、債券関係損益の減少により経常利益は前年同四半期比21億円
減少して38億円となりました。

③ 四半期純利益 21億円【通期業績予想比進捗率 60.0％】
特別損益の減少もあり、四半期純利益は前年同四半期比17億円減少して21億円となりました。
なお、通期の業績予想については変更ありません。

損益状況推移

81 76 81

229

243
254

38
59

49

21

38
24

0

50

100

150

200

250

H17/12 H18/12 H19/12

業務粗利益の内訳

48 48
47

-4 -11
-36

210 206
218

-50

0

50

100

150

200

250

H17/12 H18/12 H19/12

業務粗利益

コア業務純益

経常利益

四半期純利益

役務利益

資金利益

（単位：億円）

その他業務利益

【億円】 【億円】

－9－

（単位：億円）

注：コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券関係損益
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２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示
（部分直接償却実施後）

11,62811,21635511,571総 与 信

348388△ 41347合 計

△ 0.47％

△ 6

△ 63

28

18年12月末比

3.00％

106

206

36

（参考）

19年3月末
18年12月末19年12月末

3.46％2.99％
開示債権の総与信に占める

割合

114108要 管 理 債 権

235172危 険 債 権

3866
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

金融再生法ベースの不良債権残高は、平成18年12月末比
41億円減少して347億円となりました。
なお、開示債権の総与信に占める割合は、0.47ポイント
低下して2.99％となりました。

（単位：億円）（連結）

金融再生法開示債権残高推移（連結）

253 235
126 106 108

261 266

255
206 172

157
131

39

36 66

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H19/12末

要管理債権

危険債権

破産更生
債権等

（注）1. 上記の12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定
する各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。
また、12月末の開示区分の金額は、平成19年9月末から同年12月末までの倒産・不渡り等の客観的な
事実及び行内格付の変動等を反映させた同12月末時点での当行の定める債務者格付・自己査定基準に
基づく各残高を記載しております。
2. 債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（「実質破綻先」、「破綻先」の債権）
危険債権（「破綻懸念先」の債権）
要管理債権（「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和

債権」に該当する債権）

＜参考＞（単体） （単位：億円）

部分直接償却額

19年12月末累計額 … 69億円

19年12月期処理額 … 3億円

－10－

【億円】
672

633

421
348 347

（単位：億円）

11,65211,24035211,592総 与 信

341380△ 40340合 計

△ 0.45％

△ 7

△ 65

30

18年12月末比

2.93％

106

204

31

（参考）

19年3月末
18年12月末19年12月末

3.38％2.93％
開示債権の総与信に占める

割合

114107要 管 理 債 権

234169危 険 債 権

3262
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

（単位：億円）
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３．自己資本比率（国内基準）

平成20年3月末の連結自己資本比率は11.30％、連結TierⅠ比率については8.90％を予想しております。

8.70 ％単 体 Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率

11.10 ％単 体 自 己 資 本 比 率

8. 90 ％連 結 Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率

11.30 ％連 結 自 己 資 本 比 率

20年3月末

（予想値）

8.36 ％

10.78 ％

8.54 ％

10.94 ％

19年3月末

（実績）

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

４．時価のある有価証券の評価差額（連結）

有価証券評価差額（含み益）は、平成18年12月末比54億円減少して102億円となりました。

うち損うち益

949

4,219

450

5,618

時 価

19年3月末

15

△33

208

190

評価差額

21

11

211

244

5

45

3

54

うち損うち益

935

4,098

421

5,455

時 価

18年12月末

8

△45

194

156

評価差額

15

8

198

221

7

54

3

64

387△30974そ の 他

2726△14,101債 券

2137134372株 式

691711025,449その他有価証券

うち損うち益

評価差額時 価

19年12月末

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は、以下のとおりであります。

（単位：億円）

（単位：億円）

－11－

【参考】

（単位：億円） （参考）

うち損うち益

8

帳簿

価額

19年3月末

0

含み損益

0 0

うち損うち益

12

帳簿

価額

18年12月末

0

含み損益

0 0―008
満期保有目的の

債券

うち損うち益

含み損益帳簿

価額

19年12月末

（単位：億円） （参考）
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５．デリバティブ取引（連結）

デリバティブ取引は、主として貸出金にかかる金利変動リスク、外国為替取引における為替変動リスクを回避
するため、通常業務の一環として行っております。

金利ｵﾌﾟｼｮﾝ

1021△ 1△ 1合 計

－－－－－－－－－そ の 他

－－－－－－－－－金利ｵﾌﾟｼｮﾝ

1023021160△ 1△ 1420金 利 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ

－－－－－－－－－金利先渡契約

店 頭

－－－－－－－－－

－－－－－－－－－金 利 先 物
取引所

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

19年3月末18年12月末19年12月末

種 類区 分

（１）金利関連取引

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ

00△ 2△ 2△ 1△ 1合 計

－－－－－－－－－そ の 他

－－－－－－－－－通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ

002△ 2△ 241△ 1△ 137為 替 予 約

－－－－－－－－－通貨 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ

店 頭

－－－－－－－－－

－－－－－－－－－通 貨 先 物
取引所

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

評 価

損 益
時 価

契 約

額 等

19年3月末18年12月末19年12月末

種 類区 分

（２）通貨関連取引

（単位：億円）

（単位：億円）

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（３）株式関連取引

該当ありません。

（４）債券関連取引

該当ありません。

（５）商品関連取引

該当ありません。

（６）クレジットデリバティブ取引

該当ありません。

－12－

（単位：億円） （参考）

（単位：億円） （参考）
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６．貸出金、預金等、預り資産残高（単体）

① 貸出金残高は、個人及び公共向け貸出が増加し、
前年同月末比404億円増加して11,477億円と
なりました。

② 預金等残高は、個人預金を中心に増加し、前年同月
末比685億円増加して16,588億円となりました。

③ 預り資産につきましても順調に増加しております。

73.04％77.62％△ 2.31％74.31％中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

252256△ 17239消 費 者 ﾛ ｰ ﾝ

2,6772,6222802,902住 宅 ﾛ ｰ ﾝ

2,9292,8792633,142う ち 個 人 ﾛ ｰ ﾝ

8,3938,596△ 678,529中 小 企 業 等 貸 出 金

11,49111,07340411,477貸 出 金

18年12月末比
19年3月末18年12月末19年12月末（１）貸出金残高

貸出金残高推移

8,411 8,296 8,164 8,393 8,529

1,891 2,155 2,673 3,097 2,948

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H19/12末

773468236704譲 渡 性 預 金

4,7744,255△ 414,214う ち 法 人 預 金

3,7703,269△ 1873,082流 動 性 預 金

16,35815,90368516,588計

1,0049861461,132定 期 性 預 金

3,6503,6064364,042定 期 性 預 金

6,0006,0611626,223流 動 性 預 金

9,6509,66859810,266う ち 個 人 預 金

15,58515,43544915,884預 金

18年12月末比
19年12月末 19年3月末18年12月末（２）預金等残高

う ち 個 人

公 共 債

う ち 個 人

1,9561,924221,946

533495171666保 険 窓 販

1,6251,618111,629

651593131724

692633135768投 資 信 託

3,1823,0533273,380預 り 資 産

18年12月末比
19年12月末 19年3月末18年12月末

（３）預り資産残高

預金等残高推移

9,389 9,253 9,358 9,650 10,266

3,926 4,679 4,627 4,774 4,214

1,295 1,132 1,026 1,159 1,402610 505 649
773 704

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H19/12末

預り資産残高推移

188 299 506 692 768
995

1,456

1,780
1,956 1,946

88

154

322

533 666

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
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